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1．は じめに

　学習の 振 り返 りを促進 させ るた めに ， 算数 ・

数学で は，「ふ き だ し」 を書 き，そ の 中に 自分

の 思 い を記述 す るふ きだ し法
1 ） が研 究 されて

い る 。 しか し，理科 における報告は見 られ ない。

岡部
2 ） は，算数 ・数学にお い て ふ きだ し法で

子 どもに書か せ る ときには ，3 つ の 視点を与え

て い る とい う。 そ こ で ， 調査 1 で は こ の 3 つ の

視点 を利用 して ，ふ き だ しを理 科の 授業 へ 導入

す る実践を行 い ，評価す る，調査 2 で は ，
3 つ

の 視 点を 与 えずに ふ きだ し を授業 へ 導入 す る

実践 を行 い ，評価する 。

2 ．調査 1の研究方法

　　 当 日示 す 。

3 ．調査 2 の研究方法

（1 ）調査対象校 ， 調査時期

　　 ・新潟県公 立 Y 小学校 5 年生

　　　　　 （男子 23名　女子 9 名　計 32 名）

　　 ・平成 24 年 11A

（2 ）授業の 概略

　  単元名 「ふ り こ の きま り」 全 6 時間扱い

　   　単元 の 特徴

　　導入で ふ り こ が ど うい うもの か理 解 した

　後， ふ り こ の 周期 を変える要因 に つ い て 調 べ

　 て い く内容で ある。第 3〜5 時は変える条件

　　（振れ幅，ふ りこ の 長 さ，お もりの 重 さ）を

　設定 し
， そ の 他の 条件をそ ろ えて 確か め て い

　 く問題解決型 の 学習 を展 開する 。

　　　 表 1　調査 2 に おける学習内容

、 学習内容 ・概要

1 ふ りこ の 周期を測定する方法を理解する（D
2 ふ りこ の周期時間を変える方法を予想する （2）

3
ふ りこ の 周期を変えるために，振れ幅を変える

とい う予想を確かめる実験を行 う （3）

4
ふ りこ の周期を変えるた めに ，

ふ りこの長 さを

変えるとい う予想を確かめる実験を行 う （4）

5
ふ りこ の周期を変えるために，おもりの 重 さを

変えるとい う予想を確かめる実験を行う（5）

6 ふ りこ の 仕組みを使っ たお もちゃを作る

（4 ） ワ
ー

ク シ
ー トの 作成

　学習展 開に合わせ ，1 時間の 中で ，予 想，実

験図，表 ・グラフ ，考察な どを記 入 で きる ワ
ー

ク シ
ー

トを授業前に配布 した 。 調査 2 で は ，
3

っ の 視点は与 えず，ふ きだ しを書 くときは子 ど

もに任せ ，自由に記述 させ た 。 またふ きだ しは，

ワ ーク シ
ー

ト内 の 余 白に記述す る よ うに伝え

た 。

　本調査は授業展開が同様で あ り ， 同様なデザ

イ ン の ワ
ー

ク シ
ー

トを使用 し た第 3〜5 時 を調

査対象 と した。図 1 は第 5 時終了 時に記述 され

た子 どもの ワーク シ
ー

トで あ る 。
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図 1 第 5 時で 使用 したワ
ークシー トに書 き

込まれたふ きだ しとその 記述

4　結果と考察

結果 と考察に つ い て は 当 日示す 。
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（ ）の 数字 は，ワ
ー

ク シ
ー

トの 番号 を示 す。
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